
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の学童ほいく  
2019. 6 月号 

 み ど こ ろ  

『ひらいてみちゃりぃ』 

福岡県学童保育連絡協議会 

6月号担当：まぁすけ 

今月の特集  

笑顔でつながる父母会 保護者・子ども・指導員 

P10 保護者 思いを共有し、「前向きに楽しめる父母会」をめざして 

P14 保護者 多くの人々の力で、子どもたちに新しい施設が！ 

P18 保護者 「知ること」が、はじめの一歩 

P22 連絡協議会会長 よりよい学童保育をめざし、共に一歩ずつ前進を 

P26 指導員 日々の伝えあいから保護者同士のつながりへ 

P30 庄井良信先生（北海道教育大学） 

いたわりあって未来へ歩む 

～「父母会・保護者会」で語り合いたい五つのメッセージ～ 

「ふぼかい」「れんらくきょうぎかい」ってなんですか？ 

 P68～編集部より抜粋 

 働きながらの子育ての様子や思いを交流し、支え合う 

 子どもの放課後の生活の内容を指導員と共に支える 

 学童保育をつくり、維持し、運営する 

 学童保育の施設・運営を改善する 

 学童保育の施策や制度をよりよくする運動に取り組む 

「父母会・保護者会」「学童保育連絡協議会」の役割、大切

にしたいことが紹介されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「日本の学童ほいく」誌は、日本中の選抜された保護者、指導員、学童保育研究者の方々との

編集会議をもとに、学童保育に特化して構成して作られた唯一の月刊誌です。  

 福岡県連協は、この月刊誌をぜひ、たくさんの保護者、支援員、学童保育関係者の方々に読ん

でいただきたいと思い、見どころ【ひらいてみちゃりぃ】を配信することにしました。 

 毎月、担当を変えて、それぞれの視点から、見どころを紹介していきますので、是非、購読申

し込みをお待ちしております。 

   申込先：福岡県学童保育連絡協議会 

FAX（０９３－６６２－６００６）TEL（０９３－６６２－６０００） 

P46《講座》 

子どもたちの「いま」— 共に歩む大人が大切にしたいこと 

第 3回 どう見る、どう考える？ — 友だちづきあいのむずかしさ 

中西 新太郎先生（関東学院大学）が担当されている今回の講座第3弾は、 

友だちづきあいについての講話です。 

～子どもも大人もほかの人とのつながりなしに生きていくことは出来ま

せん。— 中略 — そこで、子どもたちの友達づきあいについて・・・～ 

さっそく読んで

みよう！！ 

 

 

 

 

おやつや工作の作り方コーナー「たのしいな」 

今月は福岡県直方市の植木学童クラブから、

『牛乳パックのカエル』の作り方が紹介されて

います。（P54～55）ご家庭や学童クラブでも、

子どもたちと一緒に作って遊んでみませんか。 

見どころいろいろ・・・ 

まぁすけおすすめは・・・ 

毎回、全国の指導員さんの 

思いがつづられています。 

 今月は、広島県広島市の指導員さんの投稿

「私の原点—多くの学びを得て」です。P56 

                     

巻頭グラビアページの学童クラブ紹介も

外せません。各地の学童クラブの施設紹介と

子どもたちの生き生きとした表情に心が和

みます。 

今月号は、大分県中津市の小楠児童クラブ

ひまわりの様子が掲載されています。 

巻頭グラビアページとP36 

「第 54 回全国学童保育研究集会 in 京都」まで、あと 4 ヶ月って

ことで、P77に開催日程と会場が掲載されています。 

 全国学童保育研究集会（全国研）は、年に一度、全国の保護者・指

導員・学童保育関係者が交流し、学びあう場です。詳細については、

次号で掲載されます。要チェックですよ！！ 


